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主な活動報告

地域医療研究・教育センターのロゴを変更しました

日頃から、地域医療研究・教育センターの運営にご協力いた
だきありがとうございます。
センターでは、医師・歯科医師・看護師をはじめとする医療

新 地域医療研究・教育センターロゴ

旧 ロゴ

地域医療支援部門：ぐんま医療人ネットワーク
2020年11月13日に、令和2年度第2回ぐんま地域医療会議が開催されました。同会議では、県医師会、
県病院協会、県内医療機関、県歯科医師会、県薬剤師会、県看護協会、群馬県、群馬大学が一致協力して
群馬県内の医師配置の適正化、医療スタッフの育成や地域連携などについて協議されています。
ぐんま医療人ネットワークでは、今年度も群馬県内の病院を対象に医師配置の要望等についてアンケート
調査を行って各地域の医療事情を把握し、群馬大学各医会を対象として配置可能な医師数の調査を行い、
必要に応じて各医会のヒアリングを実施いたしました。皆様のご協力に感謝申し上げます。
第2回ぐんま地域医療会議では、ぐんま医療人ネットワークでとりまとめたこれらの基礎資料に基づいて
、各医療圏の診療科毎の医師数、処置や検査の件数、各医療圏の疾患別の患者の流出入割合などのデータ
を参考に、コロナ禍における群馬県の医師の適正配置について活発な意見交換が行われました。2021年
1月開催予定の第3回ぐんま地域医療会議において令和3年度に向けた医師配置の基本方針が公表される予
定です。（荒木）

スタッフの人材育成と地域連携に取り組み、「臨床研修部門」、
「スキルラボ部門」、「男女協働キャリア支援部門」、「地域
医療支援部門」、「看護職キャリア支援部門」の5部門が管理・
運営されていましたが、2020年6月1日に新たに「看護師の特
定行為研修部門（看護師の特定行為研修センター）」が設置さ
れました。これを機に、今までの5部門を象徴する5枚の花弁の
桜のロゴから、新しいロゴに変更することといたしました。
新しいロゴは、群馬の「G」の直線を４つ合わせ、中央に医療
のシンボルである「十字」を表現し、各直角部の矢印は情報の
発信、収集及び「未来のより良い医療環境を目標とする」意味
を持たせています。全体のひし形は、群馬県の地図の形を象っ
て地域への発信を表しています。（村上）
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地域医療支援部門
：群馬県地域医療支援センター

県内の地域医療を担う若手医師として期待され、同じ
志を持つ群馬大学地域医療枠卒業生と自治医科大学
卒業生。学生のうちから、お互いの交流を深めること
で、卒後、地域医療の現場でも多くの利点があると
思います。合同でのフォーラム開催にあたり、今年度
は、新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から、
web開催しました。主な対象者は、地域医療枠及び自
治医科大学学生（群馬県出身者）・卒業生、県内90の
特定病院や研修病院の関係者です。
パネリストとして、中里診療所勤務の呼吸器・アレル
ギー内科の田口先生（自治医科大学出身）、群大病院救命・総合医療センター（救急部門）の福島先生
（群馬大学出身）、同内分泌糖尿病内科の山田先生（群馬大学出身）ら若手医師が、従事必要期間におけ
るキャリア形成や自身の将来像などについて対談しました。
また、ぐんま医療人ネットワークの荒木医師が、両大学の医学生及び県
内の初期研修医を対象に「データベース検索ツールを活用したWebセミ
ナー」を開催しました。初回である今回は、7人の受講者がおり、将来、
群馬県内で勤務する医学生に向けて、データベースの必要性や活用法な
どを講義しました。（羽鳥）

スキルラボ部門
ニキルラボでは、例年7・8月に、小学生のための医療体験セミナーや高校生を対象にシミュレータを用い
た医療体験講座を開催したり、医学科のオープンキャンパスに施設見学として協力させていただいていま
したが、残念ながら今年はコロナ禍により開催が叶いませんでした。群馬大学としても従来の形式のオー
プンキャンパスは全て中止となり、代わりに、全学でWebオープンキャンパスが開催され、プログラムの
一つとしてバーチャルキャンパスツアー*が実施されました。この一環として学生広報大使を務める医学
科生の協力のもと、スキルラボのバーチャル見学（体験）動画を作成していただきました。スキルラボの
見どころを360°動画でご覧になれますので、ぜひ、この機会にバーチャルスキルラボツアーをご体験くだ
さい（URL：https://youtu.be/Jw5xGzKPhPI）。
引き続き、スタッフ一同、皆さまが利用しやすい環境作りに
努めていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い致し
ます。スキルラボと連携して運営している群馬手術手技研修
ヌンターでは、昨年度4月の開設以来2020年10月までに計5
回の手術手技研修を開催し、のべ83名の方が研修を行いまし
た。また、12月にも手術手技研修の開催が予定されておりま
す。引き続き、充実した研修が行えるよう努めていきたいと
思いますので、よろしくお願い致します。研修についてご不
明な点がありましたらいつでもお問い合わせください。
群馬手術手技研修センターのホームページ（https://cst-gunma.med.gunma-u.ac.jp/）も開設しており
ますので、ぜひそちらもご覧ください。（田中、龍城、石井）
＊バーチャルキャンパスツアー（Webオープンキャンパス特設ページ内）はこちらからご覧になれます
（ https://www.gunma-u.ac.jp/web_oc_2020/vr/index.html）。

https://youtu.be/Jw5xGzKPhPI
https://cst-gunma.med.gunma-u.ac.jp/
https://www.gunma-u.ac.jp/web_oc_2020/vr/index.html


各部門の直近活動予定について

男女協働キャリア支援部門

医師ワークライフ支援プログラム利用して短時間勤務をしている
先生方と個別面談が終了しました。診療内容、終業時刻や時間外
勤務について、専門領域のやりがいや専門医取得状況など、短時
間でしたが、途中、家庭や育児の話題もはさんで、和やかな面談
となりました。診療科の先生方には、時間調整など、細かいご支
援をいただきましたこと、誠にありがとうございました。今後、
来年度の就業継続や異動の話が進展することと存じます。当部門
でお役に立てることがありましたら、ご相談いただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。（羽鳥）

【Ｒ2診療科別利用者数】 （人） 
小児科 9 
呼吸器・アレルギー内科 4 
眼科 3 
核医学科 3 
腎臓・リウマチ内科 2 
内分泌糖尿病内科 1 
消化器・肝臓内科 1 
脳神経内科 1 
放射線科 1 
形成外科 1 
産科婦人科 1 
耳鼻咽喉科 1 
泌尿器科 1 
総合診療部 1 
麻酔科 1 
リハビリテーション科 1 
輸血部（血液内科） 1 

 



お知らせ

「医療人のための統計個別相談」

日 時 2020年 12 月 26 日（土）
時 間 14：00～（1日4～5名程度）
方 法 オンライン（Webex）

＜ 最近、ご退職された方 ＞
地域医療支援部門 奥 裕子

＜ 11月から着任された方 ＞
地域医療支援部門 荒木 祐樹（腎臓・リウマチ内科から）

お世話になりました！

毎年多くの方に参加いただいている藤田晴康先生の統計個
別相談を、今年はオンラインで実施します。一般企業の会
議や面接試験にも使われているWebexを利用しますので、
セキュリティや操作性も問題ありません。統計ソフトを共
有して相談しながら操作することも可能です。
開催は12/26（土）の午後、1名20分で1日4-5名を予定し
ています。
対象は医師、医療従事者、医学研究者、学生のみなさんで
す。お問い合わせや申し込みは以下までご連絡ください。
地域医療研究・教育センター:
c-center@ml.gunma-u.ac.jp

よろしくお願いいたします。

着任のご挨拶
11月より地域医療研究・教育センターの地域医療支援部門助教とな
りました荒木祐樹と申します。出身は太田市で、2012年に自治医科
大学を卒業後に当院で初期研修を修了し、腎臓・リウマチ内科を専
攻しています。
2016年より中之条町六合地区のへき地診療所で3年間、四万温泉の
へき地診療所で1年間勤務し、今年度より当院に戻って参りました。
卒後9年目と若輩者ですが、新型コロナウイルス感染症流行の中、同
じ群馬県で勤務を続ける医療者の皆さまのために頑張りたいと思っ
ております。どうぞご指導のほどよろしくお願いいたします。

地域医療支援部門
～ぐんま医療人ネットワーク～

荒木祐樹助教
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